
令和5年度評価規準 学校名：江戸川区立松江第六中学校
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C消費生活
１.家庭生活と消費

○物資とサービスの特徴がわかる。
○消費生活のしくみがわかる。
○収支のバランスをはかり，計画的に金銭管理する
必要があることがわかる。

・物資・サービスについて理解している。
・計画的な金銭管理の必要性について理解している。

・物資・サービスの購入について問題を見いだして課題を設定している。
・物資・サービスの購入について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構
想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどしている。

・商品（物資・サービス）の選択と金銭管理について，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとし
ている。

B食生活
７．持続可能な食生活

○持続可能な食生活を送るために食生活を工夫す
ることができる。

・自立した消費者として，社会や環境について，課題の解決に主体的に取り
組み，工夫し創造し，実践しようとしている。
・社会や環境に配慮した食生活について問題を見いだして課題を設定してい
る。
・社会や環境に配慮した食生活について考え，工夫している。

・よりよい食生活を目指して，食事の役割や栄養，献立，調理などについて，
工夫し創造し，実践しようとしている。

B食生活
６．献立づくり

○持続可能な食生活を送るために食生活を工夫す
ることができる。

・中学生の１日分の献立について問題を見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどしている。
・１日分の献立を作成する方法について理解している。

・中学生の１日分の献立について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

生活の課題と実践 ○今まで学習してきた「食生活」の内容とも関連させ
て課題を設定して，課題解決に向けて計画を立て実
践できる。
○実践したことをまとめ，発表し，よりよい生活にす
るための新たな課題を見つけ次の実践につなげら
れる。

・自分や家族の食生活について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構
想し，計画を立てて実践した結果を評価・改善し，考察したことを論理的に表
現するなどしている。

・自分や家族の食生活について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

Ｂ食生活
5. .地域の食文化

○地域で生産される食材を知り，それを使う意義と
和食の調理を理解する。

・地域の食文化について理解しているとともに，地域の食材を用いた和食の
調理が適切にできる。

・和食の調理について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践
を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどしている。

・和食の調理について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善
したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

Ｂ食生活
４.　日常食の調理

○調理の流れと手順がわかり，計画を立てることが
できる。
〇調理に必要な手順や時間を考え，調理計画を工
夫する。
○おいしさと調理の関係や調理における衛生と安全
を理解し実践できるようにする。
○肉の特徴や調理上の取り扱い方がわかり，肉を
調理することができる。
○魚の特徴や調理上の取り扱い方がわかり，野菜
を調理することができる。
○野菜の特徴や調理上の取り扱い方がわかり，野
菜を調理することができる。

・食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理について理解しているとと
もに，適切にできる。
・材料に適した加熱調理の仕方について理解しているとともに，基礎的な日
常食の調理が適切にできる。
・魚に適した加熱調理の仕方について理解しているとともに，基礎的な日常
食の調理が適切にできる。
・野菜に適した加熱調理の仕方について理解しているとともに，基礎的な日
常食の調理が適切にできる。

・日常の１食分の調理の仕方や調理計画について問題を見いだして課題を設
定している。
・日常の１食分の調理の仕方や調理計画について解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを論理的に表現している。

・日常の１食分の調理について，課題の解決に主体的に取り組んでいる。
・日常の１食分の調理について，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

Ｂ食生活
３．さまざまな食品とその選択

○生鮮食品の特徴がわかる。
○目的に応じて生鮮食品を選択・保存できる。
○加工食品の特徴がわかる。
○目的に応じて加工食品を選択できる。
○食品を選択するとき，食品の安全や情報に関心
をもって選択できる。

・日常生活と関連付け，用途に応じた生鮮食品の選択について理解している
とともに適切に選択できる。
・日常生活と関連付け，用途に応じた加工食品の選択について理解している
とともに適切に選択できる。
・食品の安全と衛生に留意した管理について理解しているとともに，適切に選
択できる。

・食品の選択について問題を見いだして課題を設定している
・食品の選択について解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを
論理的に表現している。

・食品の選択について，課題の解決に主体的に取り組んでいる。
・よりよい生活の実現に向けて，食品の選択について，振り返って改善したり
して，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

・中学生の１日分の献立について問題を見いだして課題を設定している。
・中学生の１日分の献立について解決策を構想している。

・中学生に必要な栄養を満たす食事について，課題の解決に主体的に取り組
もうとしている。
・よりよい生活の実現に向けて，中学生に必要な栄養を満たす食事につい
て，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。

Ｂ食生活
２．中学生に必要な栄養を満た
す食事

○中学生の時期の身体的特徴を理解し，中学生に
必要な栄養の特徴がわかる。
○食品は栄養的特質により食品群に分類されること
を理解する。
○中学生が１日にとりたい食品と分量を知る。
○１回の食事を目で見て栄養のバランスがとれてい
るか判断できるようにする。

B 衣生活
３.　生活を豊かにするものの製作

・中学生の１日に必要な食品の種類について理解している。
・栄養素の種類と働きが分かり，食品の栄養的な特質について理解してい
る。　　     　　　　 ・中学生の１日に必要な食品の種類と概量について理解し
ている。

○布を用いて生活を豊かにするものを考える。
○製作の計画を立て，手縫いやミシン縫いで生活を
豊かにするものをつくる。

・製作方法を知り製作方法の手順を考えることができる。
・基礎的なミシン縫いや補修の技能を活用して安全で能率よく製作できる。
・ミシンの基本操作を習得し正しく安全に使うことができる。しるしに沿って正
しく安全に基礎的なミシン縫いができる。
・ミシンを使用する前後の点検、簡単な調整の方法について理解している。
　

・布を用いた物の製作の計画を立てるにあたり、安全で能率よく進める方法を
考え工夫している。
・ミシンやアイロンの安全で適切な取り扱いができる。

・布を用いて生活が豊かになる物を考え、製作の計画を立てようとしている。
・布地や部位に応じた適切な縫い方や始末の仕方を知る。

技術・家庭（家庭分野）

○食事の役割について理解し，毎日の食事に関心
をもつ。　　　○健康に良い食事について学び，規則
正しく食事をとることの重要性を理解する。

第２学年

Ｂ食生活
１．食事の役割と食習慣

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・生活の中で食事が果たす役割について理解している。
・健康によい食習慣について理解している。

・自分の食習慣について問題を見いだして課題を設定している。
・自分の食習慣について解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したこと
を論理的に表現している。

・自分の食習慣について，課題の解決に主体的に取り組もうとしている。
・よりよい食生活の実現に向けて，自分の食生活について，振り返って改善し
たりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。


